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中
学
生
海
外
派
遣
事
業
は
黒
潮
町
と
な
っ
て
か
ら
は
１１
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
日
程
は
８
月
１７
〜
２７
日
の
間
で
、
厳
し
い
選
考
試
験
を
突
破
し
た

町
内
の
中
学
生
１２
人
と
引
率
者
４
人
の
総
勢
１６
人
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
以

下
Ｎ
Ｚ
）へ
海
外
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
の
目
的
は
海
外
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
異
文
化
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
、
語
学
力
を
養
い
国
際
感
覚
を
磨
く
こ
と
で
す
。

　
主
要
と
な
る
事
業
は
Ｎ
Ｚ
の
北
島
に
あ
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
中
学
校
で
の
生
活
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
で
、
そ
の
前
後
に
ロ
ト
ル
ア
や

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
市
内
観
光
を
含
む
１１
日
間
で
す
。

　
紙
面
を
借
り
て
、
現
地
で
の
様
子
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
よ
り
バ
ス
で
２
時
間
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ

る
ワ
イ
カ
ト
地
方
で
１
番
大
き
く
、
緑
豊
か
な
街（
人
口
約
１９
万
人
）で
す
。
年

間
を
通
し
て
比
較
的
気
候
が
安
定
し
、
現
地
は
冬
季
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１０
度

〜
１５
度
前
後
と
過
ご
し
や
す
く
、
市
内
に
は
国
際
大
学
の
ワ
イ
カ
ト
大
学
も
あ

り
、
世
界
各
地
か
ら
の
留
学
生
も
多
く
、
先
住
民
の
マ
オ
リ
村
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
他
民
族
・
異
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
街
で
す
。

　
今
回
は
、
長
年
交
流
が
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
と
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
授
業
内
容
も
Ｎ
Ｚ
な
ら
で
は
の
マ
オ
リ
文
化
や
英
語
の
他
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、

ア
ー
ト
、
体
育
な
ど
を
現
地
の
生
徒
と
一
緒
に
受
け
ま
し
た
。
時
に
は
、
校
外

特
別
授
業
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
見
学
や
日
本
で
言
う
陶
芸
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
は
全
校
生
徒
約
６
５
０
人
で
２０
カ
国
を
超
え
る

国
か
ら
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
国
際
性
が
豊
か
な
学
校
で
す
。
広
々
と

し
た
校
庭
は
芝
生
で
覆
わ
れ
、
落
ち
着
い
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
内

に
は
、
先
住
民
マ
オ
リ
族
の
集
会
所
を
再
現
し
た
建
物
が
あ
り
、
伝
統
的
な
踊

り
や
歌
で
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
お
礼
に
、
夏
休
み
返
上
で
練
習
し
た
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露
し
、
生
徒
同
士
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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ニ
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ニ
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17
日（
水
）Ｎ
Ｚ
へ
出
発

　
い
よ
い
よ
出
発
の
日
で
す
。
壮
行
式
で
は
生
徒
代
表

の
浜
田
健
成
さ
ん
が
決
意
表
明
を
述
べ
、
気
持
ち
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
は
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
見
識
を
深
め
、
広

く
異
文
化
を
体
験
す
る
た
め
出

発
で
す
。
高
知
龍
馬
空
港
か
ら

羽
田
空
港
を
経
由
し
、
成
田
空

港
か
ら
１１
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
。

明
日
の
朝
は
Ｎ
Ｚ
で
す
！

19
日（
金
）ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始

　
夕
刻
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
に
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

中
学
校
に
到
着
。
現
地
の
生
徒
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
対
面
し
、
こ
の
日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま

す
。
引
率
者
は
近
く
の

ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
の
で

月
曜
日
ま
で
生
徒
に
会

え
ま
せ
ん
。
み
ん
な
緊

張
気
味
の
表
情
で
心
配

で
し
た
。

18
日（
木
）ロ
ト
ル
ア
観
光

　
翌
朝
８
時
１５
分
、
定
刻
通
り
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
に

到
着
し
ま
し
た
。

　
専
用
バ
ス
で
ロ
ト
ル
ア
市
に
移
動
し
、
レ
イ
ン
ボ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
巨
大
な
マ

ス
や
２０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

大
き
な
シ
ダ
な
ど
、
Ｎ
Ｚ
に

し
か
生
育
し
な
い
珍
し
い
動

植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
マ
オ
リ
村
で

は
先
住
民
マ
オ
リ
族
の
暮
ら

し
を
再
現
し
た
集
落
や
岩
の

間
か
ら
吹
き
上
が
る
間
欠
泉

を
見
学
し
ま
し
た
。

22
日（
月
）学
校
訪
問
１
日
目

　
朝
、
生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
元

気
に
登
校
し
て
き
ま
し
た
。
も
う
打
ち
解
け
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　
学
校
訪
問
初
日
と
な
る
こ

の
日
は
、
ク
ラ
ス
で
挨
拶
を

し
、
黒
潮
町
の
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
踊
り
を
披
露
し
、
派

遣
団
は
Ｎ
Ｚ
生
徒
に
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
を
、
逆
に

Ｎ
Ｚ
の
生
徒
は
マ
オ
リ
ダ
ン

ス（
ハ
カ
ダ
ン
ス
）を
お
互
い

に
教
え
合
い
ま
し
た
。

20
日（
土
）〜
21
日（
日
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
週
末

　
週
末
、
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

過
ご
し
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
を
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
よ

う
で
し
た
。
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３
日
間
の
学
校
訪
問
で
は
、
戸
惑
い
や
緊
張
も
当
初
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

年
齢
も
近
い
せ
い
か
、
ス
ム
ー
ズ
に
溶
け
込
み
授
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
今
秋
、
来
町
す
る
生
徒
や
そ
の
関
係
者
の
前
で
黒
潮
町
の
紹
介

ビ
デ
オ
を
英
語
で
発
表
し
、
皆
さ
ん
が
興
味
関
心
を
も
っ
て
聞
い
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
も
う
１
つ
の
主
要
事
業
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
土
、
日
の
休
み

を
含
む
、
６
日
間
の
日
程
と
な
り
ま
し
た
。
引
率
者
や
他
の
生
徒
か
ら
離
れ
、

初
め
て
自
分
が
試
さ
れ
る
貴
重
な
生
活
体
験
で
す
。

　
慣
れ
な
い
海
外
で
の
生
活
と
慣
習
、
そ
し
て
、
英
語
で
の
会
話
な
ど
、
戸
惑

い
や
苦
労
も
多
く
、
自
分
自
身
が
試
さ
れ
た
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
言
葉
は
十
分
通
じ
な
く
て
も
、
何
よ
り
、
人
の
温
か
さ
や
気
持
ち
は
垣

根
を
越
え
て
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
体
験
が
生
徒
１
人
１
人
の
自
信
と
財
産
と
な
り
、
今
後
の
中
学
校
生
活

や
後
の
人
生
に
も
必
ず
役
立
つ
も
の
だ
と
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
他
に
も
ロ
ト
ル
ア
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
戦
争
博
物
館

の
見
学
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
の
市
内
観
光
な
ど
異
文
化
を
感
じ
る
充
実
し
た
毎

日
で
し
た
。

　
私
自
身
、
１５
年
ぶ
り
で
２
回
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。
肥
沃
な
大
地
に
育

つ
シ
ダ
や
巨
大
な
赤
松
と
珍
し
い
植
物
、
キ
ウ
イ
に
代
表
さ
れ
る
珍
し
い
固
有

の
鳥
な
ど
、
Ｎ
Ｚ
の
自
然
の
豊
か
さ
と
水
や
太
陽
光
な
ど
の
資
源
を
大
切
に
す

る
環
境
行
政
、
地
形
を
活
か
し
た
道
路
交
差
点
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
な
ど
、
違

う
角
度
で
研
鑽
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
教
育
現
場
の
小
学
校
で
は
、
幼
少
期
か
ら
自
立
を
促
進
す
る
工

具
を
使
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、
植
物
の
香
り
や
生
育
観
察
の
授
業
な
ど
、
五

感
を
研
ぎ
澄
ま
す
柔
軟
な
教
育
現
場
を
知
る
機
会
も
あ
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｚ
の
人
々
の
優
し
さ
と
温
か
さ
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
の
中

で
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、
こ
の
海
外
派
遣
事
業
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
、
黒

潮
町
の
発
展
と
人
材
育
成
に
今
後
も
効
果
が
発
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
派
遣
事
業
で
得
た
体
験
を
今
後
の
行
政
運
営
や
人
生
に
活
か
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｚ
派
遣
団
長
・
建
設
課
長
　
今
西
文
明
）
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24
日（
水
）学
校
訪
問
3
日
目

　
最
後
の
日
は
、
夕
方
か
ら

の
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
た

め
に
、
お
菓
子
の
カ
ッ
プ
ケ

ー
キ
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し

た
。

　
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
時

に
は
、
夏
休
み
中
に
黒
潮
町

で
練
習
し
て
き
た
よ
さ
こ
い

踊
り
や
黒
潮
町
の
紹
介
を
あ

ら
た
め
て
Ｎ
Ｚ
生
徒
、
保
護

者
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

26
日（
金
）日
本
へ
の
帰
国

　
早
朝
の
飛
行
機
に
乗
る
た

め
、
５
時
半
に
は
ホ
テ
ル
を

出
発
。
１１
時
間
ほ
ど
飛
行
機

に
乗
り
、
日
本
に
到
着
す
る

の
は
夕
方
で
す
。

　
生
徒
は
帰
り
の
機
内
で
も

宿
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
き
、

記
憶
が
新
鮮
な
う
ち
に
こ
の

研
修
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、６
月
の
選
考
に
よ
り
１２
人
の
生
徒
が
選
ば

れ
た
の
で
す
が
、例
年
応
募
人
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
選
考
さ
れ
な
か
っ
た
生
徒
も
い
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
取
り
組
む
よ
う
に
引
率
者
、担
当
者
と
も
ど
も
夏
休

み
中
の
事
前
準
備
の
段
階
か
ら
派
遣
生
徒
と
接
し
て
き
ま

し
た
。

　
派
遣
生
徒
は
、事
前
準
備
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、不
安

と
期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
様
子
で
出
発
し
ま
し
た
が
、帰
国

時
に
は
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
顔
つ
き
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校

と
の
縁
を
大
切
に
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
Ｎ
Ｚ
海
外
派
遣
担
当 

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
）

23
日（
火
）学
校
訪
問
2
日
目

　
こ
の
日
は
陶
器
の
プ

レ
ー
ト
作
り
や
ポ
イ
と

い
う
伝
統
品
を
作
り
ま

し
た
。
陶
器
の
プ
レ
ー

ト
は
９
月
に
Ｎ
Ｚ
訪
問

団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒

の
分
を
持
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。

25
日（
木
）涙
の
お
別
れ

　
朝
、
生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
見
送
ら
れ
、

専
用
バ
ス
に
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
向
け
出
発
。
み
ん
な

と
ハ
グ
を
し
、
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

 
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
は
ハ

ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
や
博
物
館
の
見

学
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

27
日（
土
）久
し
振
り
の
黒
潮
町
へ

　
前
日
、
成
田
空
港
近
く
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
派
遣

団
は
、
羽
田
空
港
へ
移
動
し
高
知
龍
馬
空
港
へ
。
町
の

バ
ス
に
揺
ら
れ
黒
潮
町
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。
副
代

表
の
入
野
永
捺
さ
ん
に
よ
る
帰
国
の
言
葉
で
、
研
修
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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佐賀中学校　岩本　祐人
　ＮＺに研修に行って、１番感じたのは人の温かさ
です。
　今まで外国に行ったこともなかったし、テレビと
かを見ていても優しいなと思えるのは日本人だなと
思っていました。
　しかし、いざＮＺに行ってみると、それは間違っ
ていたことに気づきました。
　もっともそれを強く感じたのは、ホームステイを
した時です。ステイ先の家では、休日はワイトモ洞
くつや「ホビット族」の撮影場所などに連れて行って
くれ、貴重な体験をすることができました。
　また、ジェスチャーを交えて話をすることで、自
分の伝えたいことも伝えることができました。
　僕が分からない言葉を一生けん命伝えようとして
くれて、とてもうれしかったです。
　今回の研修で、英語の楽しさと人の温かさを改め
て感じました。この経験を、これからの生活に活か
していきたいです。

大方中学校　山本　創灯
　僕は夏休みの終わりの１１日間、ＮＺ研修に参加し
ました。事前学習の時は向こうのことを知っていく
うちにどんどん楽しみになっていっていましたが、
出発の時になると日本とは違った文化や風習を体感
できるという喜びと言語が違うことに対する不安が
入り混じっていました。
　だけどホストファミリーの人と一緒に遊んだりし
てどんどん打ち解けていくことができとても楽しく
過ごすことができました。また言語の違いに対して
も、こっちが１回で聞き取れなかったりしても優し
く接してくれたりしてとても嬉しかったです。
　ホストファミリーと別れる時、ホームステイした
期間がとても短く感じ、寂しくなりました。
　僕は今回、とても貴重な体験ができたと思うので、
しっかりとこれからの生活に活かしていきたいと思
います。

大方中学校　入野　永捺
　ＮＺにホームステイに行く前は、どうなるか少し
心配だったけど、いざ話してみると、緊張がほぐれ
てすごく楽しかったです。会話が続くと楽しいし、
自分の言っていることに反応してくれるのが嬉しか
ったです。
　ＮＺは自然いっぱいで、とても住みやすそうだと
思いました。ホストファミリーも優しくて、私のこ
とを楽しませてくれました。初めての経験で、上手
く出来るか分からなかったけど、気持ちは通じ合え
たのではないかと思います。
　でも、相手の言っていることがわからない時はと
ても悔しかったです。だから、自分の英語力をもっ
と上げて、将来もう一度ＮＺへ行きたいと思いました。
　自分にとって、ＮＺでのホームステイは、大切な
第一歩だと思いました。

大方中学校　上岡　みこと
　私のＮＺ研修は緊張とワクワクする気持ちでいっ
ぱいのなかはじまりました。
　観光も楽しかったし、発見したこともたくさんあ
ったけど、１番「ＮＺに来た！」と感じたのはやっぱり
ホームステイでした。
　ホームステイは、文化や習慣の違いを１番近く見
ることのできる場でした。
　さらに、自分の力だけでコミュニケーションをと
ることで自分の力量をはかることができました。
　それと同時にホストファミリーの温かさを感じま
した。例えば、私にハプニングが起こった時も、「大
丈夫、大丈夫」と言ってくれたおかげでショックも
少しですんだし、冗談を言うほど気軽に声をかけて
くれて楽しい毎日を過ごすことができてとてもうれ
しかったし、感謝しています。
　短い間だったけど、得るものはたくさんありまし
た。なので後輩たちにもぜひすすんで参加して欲し
いと思いました。

大方中学校　小松　詩歩
　私は夏休みの最後に佐賀と大方の中学生計１２人で
ＮＺに行きました。事前学習の時から不安で現地に
行って本当に話せるか不安で仕方ありませんでした。
でも、ＮＺについてみるとホストファミリーの人た
ちもおどおどしている私に簡単な英語で話してくれ
て、とても楽しく会話することができました。
　そして、１０日間という短い時間はあっという間で
「日本に帰りたくない」と思ったほどでした。
　今回のＮＺ研修で、たとえ話す言語が違っても、住
んでいる場所が違っても、優しさは一緒なんだなと
すごく思いました。いつも、「大丈夫？」と声をかけて
くれて、本当の家族のように接してくれたのがとて
も嬉しかったです。また、ＮＺの子がきた時には恩
返しができるようにしたいと思います。

大方中学校　友永　杏慈
　今回、ニュージーランド派遣団としてこの短期語
学研修に参加させていただいたことを本当に嬉しく
思っています。
　自分自身の将来の目標が英語圏の国へ行くことだ
ったので、このような形で目標だった国へ行けて、
とても良い経験になりました。
　実際に現地で過ごすことで、ＮＺと日本の両方の
良さを感じることができました。また、自分の英語
力の未熟さや、積極的な考えの大切さなど、ＮＺへ
行ったからこそ気づけたことがたくさんありました。
　今回の事業で得たたくさんの良い経験を最大限に
活かし、この短期語学研修が自分を成長させられる
きっかけになるよう頑張りたいです。
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佐賀中学校　浜田　健成
　今回の研修で、１番印象深かったことは、ＮＺの
先生はみんな「教師」という仕事を楽しんでいたこと
です。とても感動し、将来ＮＺで働きたい！と思いま
した。ＮＺに滞在中に、いろいろな職業の人を見る
ことができましたが、やっぱり先生の仕事が１番楽
しそうに見えました。
　ホームステイでは、とてもいい家庭で、本当に楽
しい毎日を過ごせました。ステイ中に一番うれしか
ったことは、自分の英語が通じ、会話が成り立った
ことです。伝わった時は、本当にうれしかったです。
　また、学校訪問では、みんなフレンドリーで、す
ごく楽しい授業を受けることができました。
　今回の研修で、たくさんのことを学ぶことができ、
本当に楽しい時間を過ごすことができました。将来
のことについて考える時にもすごく役立ちました。
このような機会を与えて頂き、本当にありがとうご
ざいました。

大方中学校　板山　太陽
　僕は、このＮＺへの海外派遣を通して、文化の違
いやいろいろなことを学びました。やはりいちばん
の成果は、自分の話す英語に自信が持てたことです。
ＮＺに行くまでは、外国人とは話したくないなと思
っていたけど、ＮＺに行って、自分の英語が通じた
ことでとても自信が持てました。今回の海外派遣で
何と言っていいか分からなかった言葉や通じなかっ
た言葉などをこれから勉強して、無くしていきたい
と思います。
　そして、英会話をいろんな人としていきたいと思
いました。会話をすることで、英語のレベルが上が
ると思うので、積極的に会話をしていきたいです。
　そして、最終的には、英語にたずさわる仕事につ
きたいと思いました。

佐賀中学校　藤原　功丞
　僕は、８月１７日から８月２７日までの１１日間、ＮＺへ
初めて行きました。１度インドネシアのバリ島へ行
ったことはあるけど、その時は家族がいたので、今
回は少し心細かったです。でも、ＮＺの人はみんな
温かく迎えてくれ、すぐに溶け込むことができまし
た。ホストファミリーのお父さんは南アフリカでテ
レビの取材を行なっていて、お姉ちゃんは一人暮ら
しなのでお母さんとホストファミリーの子と僕の３
人と、犬が１匹でした。お母さんは英語をゆっくり
話してくれ、その子はけん玉やゲームに誘ってくれ
ました。
　フェアフィールド中学校で１番楽しかったのは、
みんなでハカとよさこいを踊ったことです。分から
ない英語もありましたが、真剣にハカを覚えました。
またあのメンバーで踊りたいです。
　僕はこの１０日間で、積極的に行動することを学び
ました。これからは、初めてのことでもチャレンジ
していきたいと思います。

　　

佐賀中学校　森田　千尋
　私はＮＺへ行って、一生忘れたくない思い出をた
くさん作ることができました。ＮＺで過ごしてみて、
一番思ったことは自然がとても豊かで人々がとても
優しいなと思いました。移動中のバスの中から外を
見ると、牧場がたくさんあって羊や牛などがたくさ
んいてとても可愛いなと思いました。学校訪問では、
私と会うのは初めてなのにみんな「Ｈｉ！」と声をかけ
てくれたり話しかけてくれました。
　私のステイ先でも、休日はいろいろなところに連
れて行ってくれたり、ＮＺの食べ物を紹介してくれ
たり、美味しいご飯を作ってくれたりしてくれまし
た。それに、学校の人たちやステイ先の人たちは、
私たちの言っている英語を一生けん命理解しようと
してくれました。
　とても嬉しかったです。別れの時はとても寂しく
なりました。この人達と会えてほんとうに良かった
です。これからもっと英語を勉強してもう一度ＮＺ
へ行きたいです。

大方中学校　大西　結菜
　初めてのホームステイで不安と緊張でいっぱいで
した。でも、接していくうちに最初にあった不安と
緊張もいつの間にか消えていました。慣れると、６日
間という期間は短く感じました。
　中学校訪問の時は、ホストファミリーの方が案内
してくれました。最初に見たショーはみんな演技が
すごく上手で表現もわかりやすく面白かったです。
　ＮＺの編み物体験では、魚やふせんを作りました。
どれもきれいな仕上がりですごく良かったです。
　文化の違いは体験してすごく分かりました。最初、
靴で家の中に入るという行動に驚きました。知って
はいたけど、自分自身が体験することができて良か
ったです。それと、ナイフとフォークを使って食べ
るというのも、最初、使いにくかったけど使ってい
るうちに慣れてきました。文化の違いを勉強できて
良かったです。

佐賀中学校　浜岡　穏来
　８月１７日から２７日の１０日間、ＮＺへ研修に行って
きました。私は日本にいるとき、大丈夫だろうと思
っていましたが、ホームステイ先であまり英語を話
せませんでした。発音がぜんぜん違うことにすごく
不安になったし、自分の英語は通じないと思ってい
たけど、ホストファミリーの方たちはゆっくり簡単
に話してくれて、とても安心して生活することがで
きました。ＮＺはとても平野が多くて毎日牛や羊を見
ることができたし、ずっと見たかったキウイも見る
ことができました。たくさんの動物がいて楽しかっ
たし素敵な所だなと思いました。学校訪問は、生徒
はみんなフレンドリーでたくさん話しをしてくれた
ことが１番うれしかったです。たくさん友だちもで
きて楽しかったです。約７日間くらいの間、英語が
普通な生活をしてみて、初日より、聞いて理解した
り話すことがとても楽しかったです。将来英語を話
せる職業になれるよう、もっと勉強したいです。


